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感染症サーベイランスシステム

本システムの動作環境について

行政機関向け
• 厚生労働省
• 国立感染症研究所
• 検疫所
• 県・政令指定都市
• 地方感染症情報センター
• 地方衛生研究所
• 保健所
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感染症サーベイランスシステムの動作環境について

推奨する利用環境
【PC】
・OS：Windows11
・ブラウザ：Microsoft Edge Chromium版
【タブレット】
・OS：iOS/Android
・ブラウザ：Safari/Google Chrome

動作確認を実施した環境は以下のとおりです。
【PC】
・OS：Windows11
・ブラウザ：Microsoft Edge Chromium版

Google Chrome
Mozilla Firefox(*)

【タブレット】
・OS：iOS/Android
・ブラウザ：Safari/Google Chrome

感染症サーベイランスシステムの動作環境は以下のとおりです。

（*）画面内にスクロールバーがある場合、表示が見ずらい場合があります。Windows11の設定変更により対応可能です。
詳細はP4,5を参照してください。
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Windows11のFirefoxにおける事象

No. サブシステム 画面名 Windows11、Firefoxにおける事象 詳細

１
感染症サーベイランスシステム

全て

スクロールバーが表示される画面

例：【感染源調査】一括CSV取り込み確認画面

スクロールバーが画面表示と重なり、表示が見づらくなることがある。但し、これはカーソ
ルがスクロールバーが表示されている箇所にあると、見づらくなることがあるものの、カーソ
ルを外すと全体が表示される。

例：スクロールバーがCSV取込み結果の表と重なって表示される。

P.4

Windows11のFirefoxで、画面内にスクロールバーが表示されている場合、スクロールバーが画面の表示と重なり、表示が見づ
らくなることがあります。
Windows11の設定を変更することにより、スクロールバーと画面表示が重ならずに表示することが可能です。
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Windows11、Firefoxにおける事象

スクロールバーが表示されている部分に関して、カーソルが表上にあるとスクロールバーが画面表示と重なり、見づらくなることがある。
カーソルを外すと表全体が表示される。

カーソルが表上にあるとスクロールバーが画面表示と重なり、見づらくなることがあります。

対応

お使いのパソコンの設定を変更することで、スクロールバーが表示されている画面においてカーソルの位置によらず表示の見切れは発生しない。
【設定変更する箇所】Windows11の場合：設定画面のアクセシビリティ＞視覚効果 から「スクロールバーを常に表示する」をオンにする。
具体的な設定方法は次ページを参照のこと。

※上記画面は感染症流行予測調査システムの画面ですが、感染症サーベイランスシステム全体でスクロールバーがある箇所はこの動作となります。
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設定方法

Windows11の場合
設定画面のアクセシビリティ＞視覚効果
「スクロールバーを常に表示する」をオンにする。

※上記画面は感染症流行予測調査システムの画面ですが、この設定をすることで感染症サーベイランスシステム全体でスクロールバーによる表示の見切れは無くなります。


	スライド 1
	スライド 2: 感染症サーベイランスシステムの動作環境について
	スライド 3: Windows11のFirefoxにおける事象
	スライド 4
	スライド 5

